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総合演習の目的

• これまでの授業や演習で学習した内容、修得し
た技術を総動員して、先行研究に関する文献レ
ビューを中心とした発表とレポート執筆を行う

• 発表：

第12回授業時に、レポートのテーマと構成を

スライド1枚で発表（←コメント担当者1名）

発表時間2分、コメント1分

• レポート：

「レビュー論文」を意識して、自分の選んだ

テーマについて、先行研究を調べて整理する
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私の場合（東南アジア研究・図書館情報学）
：フィールドワークと文献調査

1.先行研究を読み、これまでの通説の整理や、
これまでの研究で分かっていない点を確認

2.フィールドワークの計画と問い、仮説をたて
る

3.フィールドワークで会う人や調べる団体に関
して、ネットなどで最新情報を整理

4.インタビューや訪問調査から得られた情報を、
再度文献で確認

5.論文執筆へ
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これまでの振り返り

大学図書館
の魅力と研
究活動

• 大学図書館の役割の変化
• 研究と学術資料の今後（オープンアクセス）

資料調査の
入り口

• 書誌情報の読み方とKULINEの活用
• レポート執筆の流れ
• 参考資料を活用した資料収集の方法

情報の組織
化と検索

• 情報の組織化と分類体系：フォークソノミー、図書館分類など
• インデックスと検索の仕組み

ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ検
索・ＤＢ活用

• ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ検索の際の落とし穴
• 論文データベース・新聞データベースの活用
• 学術情報生産のサイクル・評価の方法

学術情報
の性質

学術情報
管理の
仕組み

情報源・
ツール
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レポート執筆に向けて

大学図書館の活用と情報探索 第10回 2018年6月12日



期末レポート課題

内容：

各自で選んだテーマについて、関係した文献の内容を網羅
的に収集した上で、先行研究における論点を整理し、これ
までの先行研究の傾向と、先行研究で扱われていない範囲
について述べる。

字数： 2500字以上5000字以下

参考文献の形式： SIST 02

https://jipsti.jst.go.jp/sist/menu_purpose/index.html

引用の形式：ハーバード方式（次回授業で説明）

提出期限：8/14（金）17：00（〆切厳守）
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目標！レビュー論文

• 論文には、大きく分けて研究論文とレビュー論文があ
る

• レビュー論文とは、特定のテーマに関するこれまでの
先行研究を整理し、そのテーマに関する課題を提示し
ている論文
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一般的なレビュー論文と研究論文の構造
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• レビュー論文

1.イントロダクション
▶研究の背景

▶問い（著者の問題意識）

2.研究手法
►先行研究を収集する範囲や方法

3.先行研究整理（レビュー）
►独自の視点により先行研究の整理

4.考察
►先行研究で言及されている（されて
いない）内容の考察

5.参考文献リスト

• 研究論文

1.イントロダクション
▶研究の背景
▶問い（著者の問題意識）

2.研究手法
►研究の対象・調査手法

3.先行研究レビュー
►先行研究の整理
►先行研究における本論
文の位置づけ

4.調査結果とその分析

5.考察・結論
►この調査で得られた新
しい知見とその意義

►今後の課題

6.参考文献リスト



レビュー論文に慣れる！課題文の場合 ①

1. 著者の問題意識・研究の背景

「I はじめに」

2. 研究方法・研究対象

「I はじめに」
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佐々木尚之. フィンランドの家族に関する
研究動向. 家族社会学研究. 2016.10, vol. 
28, no. 2, p. 234-241



レビュー論文に慣れる！課題文の場合 ②

3. 先行研究整理
「II. 家族の多様化」

「III．少子高齢化」

「IV．家族とワークライフ」

4. 著者の考察・まとめ

「V．結びにかえて」（pp.238-239)

「今後の日本の家族研究の発展に向けて・・・」

第一に…「人口情報システムの個票データの多用」

第二に…「国際比較の実施」
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学会誌と紀要

紀要とは？

• 大学や研究所などで出す、研究論文や調査報告書など
を載せた定期刊行物（小学館『デジタル大辞泉』）

• 学術色が強く査読制度があるものや、構成員の調査報
告が中心となるものなど内容は多様

学会誌

・ 学会の機関紙。所属学会員の研究成果の発表の場。
通常、査読制度を採用。

例：『家族社会学研究』
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レポート課題への一般的なアプローチ
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学部で出されるレポート課題例

東南アジアにおける民主化のプロセスについて、1国
を選んで論述

教育に関するテーマを選び、比較教育学の手法を用い
て日本と他国を比較する

開発途上国の教育におけるジェンダーギャップについ
て調べて論じる

バイオマス・エネルギーに関連し、授業で取り上げて
いない先進的な事例を選び、論じる
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ポイント

課題の意図を理解した上で、テーマを設定す
る

テーマに関する文献を網羅的に収集し、理解
している

先行研究を踏まえた上で、自分の考察を述べ、
新しい視点や事実を指摘する
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この授業の場合

1.自分で決めたテーマに関連して、何を取り上げたい
か？

2.その問題について、どのような分野（角度）から検討
したいか？

3.どのようなキーワードが考えられるか？

4.1から３を、一文で表現すると？

5.４のテーマについて先行研究を調査し、論点を整理す
る。
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レポートのテーマを検討

２．４W１Hを考える

• When 年代

• Where 場所

• Who（＋to Whom) 

誰が

誰にとって

• Why なぜ

• How どのように

どのような

３．アプローチする角度
（分野）を考える

►社会

►経済

►政治

►技術

Etc….

16

１．事典を引いてみる （What）



例えば：「冷戦」 ステップ１
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藤村駿一. “冷戦”．日本大百科事典．Japan Knwledge Lib．
https://japanknowledge.com/lib/display/?lid=1001000241890 （参照
2020-07-08）



• When 第二次世界大戦後

• Where 世界的規模

• Who（＋to Whom) 

アメリカとソ連

• Why イデオロギー対立

• How 軍事対立

同盟関係

技術（宇宙開発・核・通信）

熱い戦争（ベトナム戦争、朝鮮戦争）

例えば：「冷戦」 ステップ２
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• どのようにして冷戦が終わったのかを国際政治
の観点から検討

• ＜私の場合＞

冷戦が個々人の人生に与えた影響は？

→アジアの国際政治の影響で他国に

移動した人を調査

例えば：「冷戦」 ステップ３
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例えば２：「インターネット」ステップ１
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田村浩一郎. “インターネット”．日本大百科事典．Japan Knwledge Lib．
https://japanknowledge.com/lib/display/?lid=1001000260317 （参照 2020-07-08）



例えば２：「インターネット」ステップ２

• When 1960年代

• Where アメリカで母体となる技術が開発

• Who（＋to Whom) 

国防総省の一機関⇒その後民間へ

• Why 軍事⇒商用

• How オープンシステムとして世界中の

技術者が参加する形で進化

技術・社会・政治などに様々な影響
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例えば２：「インターネット」ステップ３

• インターネットによって、働き方がどのよう変
わったかを社会学的に検討する。
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キーワードマップの作成
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多様なキーワードマップ
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キーワードマップ作成の際のヒント

1.基礎知識の確認と関連用語のピックアップ

2.概念の整理と構造化
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ステップ1：基礎知識の確認
（百科事典）
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JapanKnowledgeへのアクセス(1)
http://kuline.kulib.kyoto-u.ac.jp/

 KULINEの左側メニュー「図書・雑誌・論文を探す」

→データベース

（方法1）「資料のタイプで探す」から「辞書・事典」→ 
JapanKnowledge Lib

（方法2）Jをクリック → JapanKnowledge Lib
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JapanKnowledge Lib トップページ
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『日本大百科全書』における「大気汚染」の項目より
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股野宏志. “大気汚染”．日本大百科事典．Japan Knwledge Lib．
https://japanknowledge.com/lib/display/?lid=1001000141431（参照 2020-07-08）



ステップ2：概念の整理と
構造化
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NDLサーチの活用（１）

https://iss.ndl.go.jp/ http://iss.ndl.go.jp/ 

関連キーワー
ドの階層構造
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NDLサーチの活用（２） http
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上位概念・上位語
BT（Broader Term）

検索語
関連語

RT（Related Term ）

下位概念
下位語

NT（Narrower Term）



JST シソーラスマップの活用
http://thesaurus-map.jst.go.jp/jisho/fullIF/index.html
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Webcat Plus 連想検索の活用 （1）
http://webcatplus.nii.ac.jp/

関連キーワー
ドの階層化

文献情報
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Webcat Plus 連想検索の活用（2）

大気
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新書マップの活用（１）
http://shinshomap.info/search.php
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関連テーマをクリック
すれば、さらに展開

外側に上位概念
内側に関連語

関連テーマ/

キーワードを切り替え
て表示、絞り込み



新書マップの活用（２）
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課題ですが・・・

• 最大のこつは、自分が面白いと思えるテーマを
選び、それをいかに伝えるか、知恵をしぼるこ
と。

Enjoy!
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